
公益財団法人かながわトラストみどり財団 

 

平成２９年度事業計画について 

 

Ｉ 基本方針 

身近なみどりや水源林など山のみどりを守り育てる中、ますます緑の質の向上が求められ

ており、このような期待に応えるために財団がこれまで築き上げてきた実績やネットワーク

をさらに活用、展開し、県民、企業、団体及び行政と協働して各事業に取り組むこととする。

 また、みどりの輪をさらに広げるためのトラスト会員の拡大や緑の募金の推進に向けて、

ボランティア団体、企業などとの連携の強化や積極的な情報発信に努めることとする。 

 

Ⅱ 事業の概要 

１ 普及啓発事業 

（１）広報普及活動 

イベント等での普及啓発活動、機関誌「ミドリ」、ＷＥＢサイト、ＰＲパンフレット

や広告掲載等あらゆる媒体による情報発信に積極的に努め、新たな財団会員の登録やか

ながわトラストみどり基金への募金等を促進する。 

また、自然観察会等の開催により、参加者のみどりへの理解を醸成し、トラスト運動

への参加を促す。 

ア 市町村イベント等での街頭キャンペーン、パネル展示、会員募集等 

・新規会員登録 目標：５００人 

イ 機関誌「ミドリ」（年４回）、トラスト運動パンフレット等の作成・配布 

ウ かながわトラストみどり基金募金箱の設置及びトラスト運動普及啓発用グッズの作

成・配布 

エ ＷＥＢサイトの充実・ＳＮＳによる情報発信 

オ 自然観察会等の開催 

カ 小網代の森アカテガニ放仔観察会の開催等 

キ 関係団体との自然観察会等の共催及び普及啓発に係る事業の委託 

ク 顧客管理システムの管理 

ケ みどりを守り、育てる活動を行う大学のクラブ、サークル等への支援 

コ かながわトラストみどり財団サポーターの活用 

（２）緑化協力金制度の運営 

駐車場利用者の協力を促進するため、駐車場の機器や案内板等を整備する。 

 

２ 地域緑化活動事業  

（１）みどりの実践団体の育成 

地域における緑化を推進するため、市町村の協力を得て地域で自主的にみどりの愛護、

創造等の活動を行っている団体等を発掘し、「みどりの実践団体」として登録して奨励

金を交付するほか、交流会や研修会の開催により活動を支援する。 

（２）地域活動の育成 

財団本部及び地区推進協議会等が各地区の特性を踏まえた普及啓発、緑化活動等を推

進する。 

ア 県民参加による植樹等の緑化推進、緑化思想の高揚促進 

イ かながわのナショナル・トラスト運動の普及啓発、会員募集 

ウ みどりの実践団体の育成指導 

エ 自然観察会、講演会、緑の書道コンクール等の実施 

（３）相模原地域緑化事業 

相模原地域におけるみどりの実践団体の育成、地域の緑化推進等の業務を（公財）相

模原市まち・みどり公社に委託する。 

 



 

 

３ 緑地保全事業  

（１）緑地保存契約 

緑地所有者等と財団が１０年間の賃貸借契約を継続する。また、新規の保存契約地の

拡大に努める。 

・緑地保存契約締結緑地 葛葉緑地（秦野市）ほか５緑地 

・保存契約緑地拡大面積 目標 ５００㎡ 

（２）保存契約緑地等の維持管理 

草刈り、枯損木の伐採、ゴミの除去等の管理や緑地の解説板、標識等を設置する。 

（３）市町村の緑地等指定事業の助成 

市町村等による緑地保全の取組を促進するため、市町村が緑地所有者と緑地の保存契

約を締結する場合に、予算の範囲内で必要な額の一部を助成する。 

（４）緑地保全コーディネート 

ア 小網代の森の保全利活用の調整 

財団、県、市、有識者、保全活動団体等で構成する協議会を開催し、小網代の森の

利用、保全対策、管理活動等について調整する。 

・小網代の森保全利活用対策協議会の開催等  

イ 自主的な保全活動への助成 

トラスト緑地のうち３箇所のモデル緑地における保全活動を促進するため、自主的

に緑地の管理活動、環境学習活動、自然再生活動等を行う団体に対してトラスト緑地

保全支援会員制度による会費等を活用して助成を行う。 

・対象緑地 小網代の森緑地（三浦市）、久田緑地（大和市）、桜ヶ丘緑地（横浜市） 

 

４ 県民参加の森林づくり事業  

（１）ボランティア活動の推進 

県民を対象に森林づくりボランティア体験、森林体験学習等を実施するほか、ボラン

ティア活動を実践する学校、団体等を対象に、用具の貸出し、指導者の派遣等を行う。

  また、県内で活動する団体の交流会を開催する。 

・ボランティア参加者数（年間） １０,５００人 

ア 多様な森林づくりボランティア活動の機会の提供 

イ 小・中・高校生の森林体験学習等の促進 

ウ 団体への用具の貸出し、指導者の派遣 

（２）森林インストラクターの養成及び派遣 

神奈川県森林インストラクターの養成及び資質向上のためのブラッシュアップ研修に

取り組む。また、各団体等の要請に応じ指導者として森林インストラクターの派遣を行

う。 

ア 森林インストラクターの派遣調整 

イ  第１５期養成講座（２年次）の開催 養成人数 ３８名 

ウ  ブラッシュアップ研修 

（３）森林づくりの普及啓発 

県民の森林への理解を深め、森林づくりへの参加を促進するため、森林、林業に関す

る普及啓発活動を行う。 

ア 森林づくり活動日程表等の作成 

森林に関する理解を深め、森林づくりへの参加を促すため、森林づくり活動日程表

等の作成・配布を行う。 

イ やどりき水源林の案内  

やどりき水源林に「森の案内人」を配置し、訪問者に水源の森林づくりの解説を行

うほか、水源林に関する情報提供等を行う。 

ウ 成長の森の造成 

かながわの森林づくりへの理解増進の一助とするため、赤ちゃんが誕生した家族か



 

 

ら苗木の寄附を受け、県と財団が連携して森林づくりに取り組む。また、現地植樹会

等により子どもと苗木の成長を実感できる機会を提供する。 

・参加予定者 ５００名 

エ 街頭キャンペーンの開催 

県民の参加と協働を一層高め、水源環境保全再生への取り組みを促進するため、森

林に親しむ機会の少ない都市部の県民に向け、水を育む森林の大切さ等について普及

活動を行う。 

オ 水源林の集いの開催等 

県民との協働による森林づくり実行委員会に参画し、やどりき水源林の集いを開催

して水源林への理解を促進するほか、水源林内での定着型ボランティア団体を支援す

る。 

 

５ 緑の募金事業 

（１）緑の募金 

県、市町村、学校、企業、団体及び家庭の協力により、学校、街頭、職場、企業等に

おいて募金活動を行う。 

・募金目標額  ２５，０００千円 

（２）地域緑化の推進 

募金活動に参加した学校、緑化活動を実践する地域住民やボランティアグループ等が

行う緑化や森林づくり事業を支援するほか、森林保全活動を実施する。 

ア 学校等の緑化推進の支援 

イ 指定校緑化推進事業 

ウ ふれあい緑化の支援 

エ 丹沢の緑を育む集い等への参加 

オ 森林保全活動の実施 

カ 国際森林デー記念イベントの実施 

キ ジュニアフォレスター教室の開催 

（３）緑の少年団の育成 

緑の少年団の活動の活性化を図るため、県内で活動する６団体の交流会を開催し、情

報交換等を実施する。 

（４）緑化運動コンクールの開催 

小・中・高校生を対象とした緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール及び対象に

一般を加えた標語コンクール等を実施し、優れた作品を表彰する。 

（５）緑の祭典への参画 

「県民との協働による森林づくり実行委員会」の事務局として緑の祭典に参画する。

また、次回開催（平成３０年度）に向けての資産の積み増しを行う。 

（６）特定遺贈事業 

平成２７年度の遺贈寄付金により、故人の遺志に沿った事業を継続して実施する。 

   ア 竹林整備等支援事業 

竹林整備等への支援を行うため、竹粉砕機と軽トラックをリース契約により用意し、

財団での活用やボランティア団体等への貸し出しを行う。 

   イ 学校緑化活動実施校の表彰事業 

緑の募金活動を継続的に行い、かつ学校内の緑化活動に積極的に取り組んでいる学

校を表彰する。 

（７）協力等事業 

（公社）国土緑化推進機構の企業の森づくり体験活動事業や公募事業の周知等の業務

に協力するとともに（公社）ゴルフ緑化促進会からの協力金により公共施設の緑化を実

施する。 

 



 

 

Ⅲ 評議員会、理事会の開催 

定款の規定に基づき、定時評議員会を毎年１回（６月）、定時理事会を毎年２回（６月及

び３月）、平成２９年度臨時評議員会を１回（３月）開催する。 


